
10

つ
い
て
、
議
会
に
対
し
て
再
度
、

協
議
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
（
元
田
村
長
）
議
会
の
全

員
協
議
会
よ
り
、
村
民

に
オ
ー
プ
ン
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
公
開
討
論
会
で

論
じ
た
い
。

答官
と
民
と
の
共
生
協
働
の

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て

稲
澤 

紀
穂 

議
員

　
（
稲
澤
議
員
）
官
と
民
と

の
共
生
協
働
の
事
業
に

対
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
集
落
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
、

対
等
な
立
場
で
目
的
達
成
す
る

た
め
に
協
力
す
る
こ
と
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
協
働
事
業
の
中

に
は
、
様
々
な
事
業
が
見
込
ま

れ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
特

性
を
活
か
し
、
よ
り
質
の
高
い

事
業
効
果
が
期
待
さ
れ
る
事
業

に
つ
い
て
は
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
共
生
協
働
の
村
づ

く
り
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

問答

　
（
山
下
議
員
）
産
業
振
興

の
方
向
性
は
。

　
（
元
田
村
長
）
農
林
水
産

業
の
振
興
を
進
め
る
。

　
（
山
下
議
員
）
夢
と
希
望

が
持
て
る
産
業
振
興
を

提
唱
し
て
い
る
が
、
今
後
の
方

向
性
は
。

　
（
元
田
村
長
）
農
林
水
産

業
の
振
興
な
く
し
て
は
、

本
村
の
振
興
は
無
い
と
考
え
て

い
る
。
農
業
の
振
興
で
は
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
面
積
拡
大
を
図
る

た
め
に
、
農
家
へ
の
助
成
措
置

を
行
っ
て
い
る
。
林
業
の
振
興

は
、
樹
種
転
換
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。
水
産
業
の
振
興
は
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
出
荷
時
に
発
生

す
る
大
量
の
内
臓
を
活
用
し
た

加
工
品
の
開
発
が
で
き
な
い
か

等
を
事
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

山
下 

春
英 

議
員

問答問答

　
（
山
下
議
員
）
崎
原
地
区

の
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
に

つ
い
て
。

　
（
元
田
村
長
）
阿
室
集
落

に
つ
い
て
は
、
今
年
度

に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

平
田
集
落
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
予
算
が
流

動
的
で
あ
り
、
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
。

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
に
つ
い
て

山
下 

春
英 

議
員

問答安
全
な
避
難
誘
導
と
避
難

施
設
の
整
備
に
つ
い
て

山
下 

春
英 

議
員

　
（
山
下
議
員
）
高
齢
者
や

寝
た
き
り
の
方
々
の
安

全
な
避
難
誘
導
に
つ
い
て
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
た
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
消
防
分
団
長
や
自
主
防
災
組

織
の
会
長
（
区
長
）
の
指
示
に

よ
り
、
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

　
（
山
下
議
員
）
避
難
が
長

期
に
な
っ
た
時
の
施
設

を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問答問

　
（
元
田
村
長
）
二
次
避
難

場
所
と
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
「
や
け
う
ち
の
里
」

を
指
定
し
て
い
る
。
今
後
は
、

自
治
体
に
似
合
う
よ
う
な
防
災

セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

答
原
発
と
放
射
性
廃
棄
物
等
の

持
込
拒
否
条
例
に
つ
い
て

山
下 

春
英 

議
員

　
（
山
下
議
員
）
原
発
に
対

し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
原
発
の

安
全
神
話
が
覆
さ
れ
、
原
発
の

リ
ス
ク
の
大
き
さ
に
大
変
驚
い

て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
の
必

要
電
力
数
の
約
３
割
を
原
発
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す

べ
て
の
原
発
を
停
止
す
る
こ
と

は
、
現
時
点
で
は
不
可
能
だ
と

思
う
。
今
後
は
、
風
力
・
水
力
・

太
陽
光
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
熱

な
ど
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
考

え
る
。

問答

　
（
山
下
議
員
）
放
射
性
廃

棄
物
等
の
持
込
拒
否
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る

が
、
再
度
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
今
の
条
例

を
守
り
な
が
ら
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
探
す
よ
う
自

助
努
力
も
し
た
い
。

問答活
性
化
事
業
の
具
体
的
な

　
　
　
　
構
想
に
つ
い
て

幸
　 

春
美 

議
員

　
（
幸
議
員
）「
全
員
参
加

の
村
お
こ
し
」
を
提
唱

し
て
い
る
が
、
今
後
の
活
性
化

事
業
の
具
体
的
構
想
は
。

　
（
元
田
村
長
）
農
業
振
興

は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
面

積
の
拡
大
の
た
め
、
圃
場
整
備

事
業
や
土
地
改
良
事
業
を
推
進

し
た
が
農
家
の
高
齢
化
で
面
積

拡
大
が
図
ら
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
タ
ン
カ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
・

カ
ボ
チ
ャ
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
生
産
を
奨
励
し
、
販
売
体

制
の
確
立
を
図
り
農
家
の
所
得

向
上
に
努
め
る
。
水
産
業
振

問答
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（
元
田
村
長
）
区
長
に
呼

び
か
け
、
各
集
落
か
ら

１
品
ず
つ
持
ち
寄
り
、
販
売
す

る
体
制
を
考
え
た
が
、
ま
だ
話

が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
地
域

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
に
協
力

い
た
だ
き
、
販
売
、
管
理
運
営

の
募
集
を
し
た
が
、
応
募
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
け
ん
市

場
の
中
に
宇
検
村
観
光
協
会（
仮

称
）
を
発
足
さ
せ
、
観
光
産
業

の
拠
点
に
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。

　
（
元
山
議
員
）
観
光
産
業

の
拠
点
と
し
て
利
用
す

る
の
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
発

想
で
す
が
、
そ
の
詳
細
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
村
内
の
商

工
会
、
漁
協
、
Ｊ
Ａ
、

ま
た
村
民
の
方
々
、企
業
の
方
々

が
参
入
し
、
観
光
協
会
を
組
織

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
職
員
を

配
置
し
、
物
産
の
販
売
を
し
な

が
ら
、
観
光
関
係
の
窓
口
に
な

る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
た
い
。

興
は
、
マ
グ
ロ
・
ク
ル
マ
エ
ビ
・

真
珠
企
業
と
行
政
が
更
な
る
信

頼
関
係
を
構
築
し
、
新
た
な
加

工
品
の
開
発
を
検
討
し
て
い
る
。

第
一
次
産
業
の
振
興
発
展
が
不

可
欠
で
あ
り
、
加
工
産
業
に
連

動
し
て
い
く
も
の
と
思
う
。
村

民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
聞
き
、

村
民
全
員
参
加
の
村
お
こ
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

水
産
業
の
加
工
品
に
つ
い
て

幸
　 

春
美 

議
員

　
（
幸
議
員
）
水
産
業
の
振

興
で
加
工
商
品
の
開
発

を
検
討
中
と
あ
る
が
。

　
（
元
田
村
長
）
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
理
し
て
い

る
養
殖
マ
グ
ロ
の
内
臓
を
活
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
専
門
家
や
バ
イ
オ
に
詳

し
い
大
学
と
連
携
し
廃
棄
物（
マ

グ
ロ
の
内
臓
）
を
活
か
す
方
法

を
考
え
る
。

問答産
業
振
興
の
具
体
策
と
は

幸
　 

春
美 

議
員 　

（
幸
議
員
）
お
金
に
な
る

産
業
振
興
の
具
体
的
方

策
は
。

　
（
元
田
村
長
）
活
性
化
セ

ン
タ
ー
や
販
売
所
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
に
尽
き

る
と
思
う
。
運
営
方
法
に
つ
て

は
、
職
員
の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
ま
せ
、
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答赤
土
山
一
帯
の
　
　
　
　

　
　
　
再
利
用
に
つ
い
て

松
井 

辰
夫 

議
員

　
（
松
井
議
員
）
赤
土
山
一

帯
の
再
利
用
は
。

　
（
元
田
村
長
）
整
備
構
想

を
作
成
し
、
取
り
組
み

た
い
。

　
（
松
井
議
員
）
赤
土
山
一

帯
は
以
前
、
牛
の
放
牧
、

観
葉
植
物
の
育
苗
等
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
荒
廃
地
と

な
っ
て
い
る
。
農
地
等
へ
の
再

利
用
は
で
き
な
い
か
。

　
（
元
田
村
長
）
児
童
生
徒

の
教
育
の
向
上
、
村
民

問答問答

や
観
光
客
の
自
然
体
験
の
場
と

し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
整
備
構
想
を
作
成
し
、
再

利
用
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

松
井 

辰
夫 

議
員

　
（
松
井
議
員
）
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
（
元
田
村
長
）
平
成

二
十
二
年
度
は
堆
肥
の

製
造
を
丸
良
建
設
に
委
託
し
て

い
た
が
、
丸
良
建
設
か
ら
辞

退
の
申
し
出
が
あ
り
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
は
元
気
の
出

る
公
社
で
社
員
を
引
き
継
ぎ
、

直
営
で
運
営
し
て
い
る
。

問答結
い
の
館
と
う
け
ん
市
場

の
活
用
と
運
営
に
つ
い
て

元
山 

公
知 

議
員

　
（
元
山
議
員
）
結
い
の
館

の
委
託
費
や
そ
れ
に
関

す
る
補
助
金
を
し
っ
か
り
分
析

し
て
、
今
後
の
運
営
に
役
立
て

る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
村
長
の

問

答問答

考
え
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
特
産
品
を

作
っ
た
り
、
売
っ
た
り

す
る
と
い
う
の
は
、
根
気
と
粘

り
が
必
要
で
、
長
い
目
で
き
ち

っ
と
見
れ
る
か
、
ま
た
そ
れ
に

対
し
て
お
金
を
ど
れ
だ
け
投
入

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
分

析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
（
元
山
議
員
）
現
在
、
結

い
の
館
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
等
多
額
の
設
備
投
資
を
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
活
用
さ
れ

て
な
く
、
宝
の
持
ち
腐
れ
状
態

で
あ
る
。
早
急
に
再
開
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

　
（
元
田
村
長
）
結
い
の
館

に
関
す
る
諸
問
題
を
、
一

つ
一
つ
解
決
す
る
た
め
、
ま
た
、

国
に
責
任
を
示
す
た
め
努
力
し

て
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
猶

予
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
元
山
議
員
）
う
け
ん
市

場
の
活
用
と
運
営
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答問答問
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INFORMATION

 お問い合わせ先・・・宇検村教育委員会　

　　　　　　　　　 　TEL0997-67-2261

人権同和教育講演会のお知らせ
　差別や偏見のない明るい地域社会とするために , 身近な人権につ

いて考えてみませんか。

平成23年
度

■趣　旨　自分たちの身の回りの差別事象や人権問題に目を向け，
　　　　　自らの言動を振り返り，人権教育への意識を高める機
　　　　　会とする。
■日　時　平成23年9月2日(金)午後7時から午後8時30分まで
■会　場　宇検村元気の出る館　大ホール
■対象者　宇検村民の方
■主　催　宇検村教育委員会
■講　師　田中 浩 先生
　　　　  （大島教育事務局社会教育主事兼専門員）

  【マングースの目撃情報や活動に関するお問い合わせ先】

  ・財団法人自然環境研究センター　　TEL0997-58-4013

  ・環境省奄美野生生物保護センター　TEL0997-55-8620

　　　　　現在，奄美大島では，外来種であるマングースを捕獲するために筒型と，カゴ

型の 2 種類のわな（筒式わな，カゴわな）を設置しています。カゴ型のわなは，主に本

島中南部の希少野生生物の生息が確認されているエリアで使用しております。

　宇検村にお住まいの皆さんも，林道や山中で見かける場合があるかと思います。誤って

触れてしまうと誤作動を起こすことがありますので，お手を触れぬようお願い致します。

　また，捕獲とは別に現在マングース生息の有無を確認するため，自動撮影カメラやマン

グースの毛を採取するためのわな（ヘアトラップ）を設置しております。

　  奄美マングースバスターズよりお知らせ

　平成22年からモニタリング調査を始めて，マングースの生息が確認されていなかった宇検中
央林道2号線の冠岳近く(図1)でマングースが確認され，その後宇検村内の目撃情報も増加する
傾向にあります。
　マングース生息域の拡大を防止するため宇検村内でのマングース目撃情報のご提供をお願い
いたします。

【筒式わな】 【カゴわな】

【ヘアトラップ】

枝手久島

● = 2010年度マングース捕獲地点
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移動援護相談の実施について
　鹿児島県では，移動援護相談を奄美大島 1 市 1 村で実施します。

　これは，戦傷病者や戦没者のご遺族等に対する援護や軍人恩給などに関する疑問につい

て，県庁社会福祉課の職員が，直接，県民の皆様のご質問にお答えするものです。

　どうぞ，この機会に遠慮なくご相談ください。

　浄化槽法では，適正な使用，保守点検，清掃が行われているか，また，きれいな水が放

流されているかを確認する法定検査が義務づけられています。

　検査は，県知事が指定した検査機関である『( 公財 ) 鹿児島県環境検査センター』の検

査員が事前にお知らせの封書をお送りした上で，改めて『ハガキ』で通知する検査日にお

伺いし，現場での検査と浄化槽の放流水を持ち帰って水質検査を行います。

　つきましては，検査の趣旨をご理解の上，受検していただきますようお願いします。

法定検査  設置工事や保守点検を含めた維持管理が適正になされてい
 るかを確認し，水質検査や外観検査，書類検査を行います。

浄化槽の『法定検査』受験のお願い！
〜よりよい水環境を守るために〜

法定検査の検査料金 (5 人〜 10 人槽 )
単独処理浄化槽 4,000 円
合併処理浄化槽 6,000 円

  【お問い合わせ先】

  ・( 公財 ) 鹿児島県環境検査センター

　　 TEL099-223-3185

  ・鹿児島県生活排水対策室  TEL099-286-3685

  ・宇検村役場　住民税務課  TEL0997-67-2211 

１．日時・会場
　■平成23年9月15日（木）13:00〜16:00　宇検村元気の出る館
　■平成23年9月16日（金）　 9:00〜16:00　奄美市役所
２．相談内容
　■戦傷病者や戦没者等の妻に対する特別給付金　　■援護年金
　■戦没者等の遺族に対する特別弔慰金　　　　　　■旧軍人の恩給や扶助料
３．その他
　事前の申込みは必要ありません。会場に直接お越し下さい。また，相談内容に関する資
料をお持ちの方は，　当日ご持参下さい。 【問】県庁社会福祉課恩給係 TEL099-286-2828
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司法書士による法律相談会 ( 無料 ) のご案内 【問】宇検村商工会
☎ 0997-67-2661

　宇検村商工会の主催により，村元気の出る館において，司法書士による「法律相談会（無
料）」を下記のとおり開催いたします。
　多重債務，悪質商法，架空請求，近隣トラブル，相続，成年後見，不動産や会社の登記など，
司法書士がお手伝いできるお困り事何でも結構ですから，一人で悩んでいないで，是非相
談にお越し下さい。事前に予約なされると，優先的にご相談頂けます。

　米トレーサビリティ法は，平成 21 年 4 月に制定された法律で，問題が発生した場合な

どに，流通ルートを速やかに特定するため，①米穀等の取引等の記録を作成・保存するこ

と，②産地情報を取引先や消費者に伝達することを義務付けるものです。

米トレーサビリティ法に関するお知らせ

  ・農林水産省九州農政局　　　  TEL099-222-0121

  ・鹿児島農政事務所消費流通課  TEL099-223-5446

取引等の記録の作成・保存
（平成22年10月1日の取引等から適用）

産地情報の伝達
1日以降に出荷する米穀から適用）

（平成23年7月

対象品目である米・米加工品の① 取引，②事業所間の移動，
③廃棄などを行った場合には，その記録を作成し，保存して下さい。

本制度の対象品目となる米・米加工品は，以下のとおりです。
●米穀（玄米・精米等）　●米粉や米こうじ等の中間原材料
●米飯類，もち，だんご，米菓，清酒，単式蒸留しょうちゅう，みりん
　対象事業者は，対象品目となる米・米加工品の販売，輸入，加工，
製造又は提供の事業を行う全ての方（生産者含む）となります。

記録事項　 / 　品名 ，産地 ，数量 ，年月日 ，取引先名 ，搬出入の場所　等

事業者間における産地情報の伝達

　米・米加工品を他の事業者へ譲り渡す場合には，伝票等又は商
品の容器・包装への記載により，産地情報の伝達が必要です。

一般消費者への産地情報の伝達

一般消費者に米・米加工品を販売する場合には，米トレーサビリ
ティ法に基づき，産地情報の伝達を行うことが必要となります。
　ただし，JAS法で原料原産地表示の義務がある玄米・精米・もちは，JAS法に従い，これまでどお
り表示をして下さい。

※詳しくは右記へお問い合わせ下さい。

【相談日時】　平成23年9月10日（土）　午前9時〜午後3時
【相談場所】　宇検村生涯学習センター　元気の出る館
※本相談会での直接受託は行っていません。正式な依頼に至った段階で，費用が発生致します。

①原材料に占める割合の多い順に記載。
②産地が3カ国以上ある場合には，上位2カ国のみ
　記載し，その他の産地を「その他」と記載可能。
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東日本大震災関連の義援金を支出した方へ

お問い合わせ先 大島税務署 TEL:0997-52-4321
※自動音声案内に従い「2 番」を選択してください。

　個人の方が，国又は被災自治体への寄附金並びに東日本大震災に関連
し日本赤十字社などへの義援金などを支出した場合（報道機関等を通じ
て支払った場合を含む），一定の要件の下，所得税・住民税が減額され
る場合があります。
　詳しくは，国税庁ホームページをご覧いただくか，最寄りの税務署へ
ご相談下さい。（国税庁ホームページ：http://www.nta.go.jp/）

飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例の制定

　大島本島内５市町村においては，上記条例について平成 23 年 10 月 1 日から実施する

運びとなりました。

　世界自然遺産登録を目指している大島本島内の５市町村においては，広域的な取組み運

動の一つとして，飼い猫の適正な飼養及び管理に関する事項を定める事により，住民の動

物愛護への意識を高めるとともに飼い猫の野生化及び放し飼いによるアマミノクロウサギ 

その他の野生生物への被害を防止しすること等を目的に今回条例の制定を行いました。

　その内容の要点を下記へまとめましたのでご覧いただき，今後，村の実施する下記の取

組み等にご協力をお願いいたします。

〜10月以降ねこの登録手続きをお願いします〜

■ ねこの登録については，10 月以降各受付を行ないますので手続きを行ってくださ
　るようお願いします。
■ ねこを所有し，又は飼養及び管理する者は、飼い猫１匹につき５００円の登録手数
　料が必要となります。その際に首輪と鑑札を交付いたします。
　なお，生後 90 日を経過したねこが登録の対象となります。
■ ねこの登録に際しては，ねこを連れてくる必要はありません。
■ ねこの繁殖制限（去勢・避妊）に努めてください。
■ マイクロチップの埋め込みに努めてください。
■ 適正飼養に努め，糞等を適正に処理し，悪臭が発生しないように努めてください。
■ ねこを室内で飼養するように努めてください。
■ ねこを山林等に捨てないでください。ねこなど愛玩動物を遺棄すること（捨てるこ
　と）は犯罪になります。
■ ねこを飼養することができなくなった場合においては，譲渡するよう努めてくださ
　い。譲渡先がない場合においては，名瀬保健所（℡ 52-5411）に相談してください。

 お問い合わせ先・・・宇検村役場住民税務課

　　　　　　　　　　 TEL0997-67-2211
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